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緒 論

粘土鉱物のよ うな微細な鉱物の研 究にはX線 回析や

熱 分析 とともに電子顕微鏡による形態学的研究が必要

欠 くことのできない もの として,そ の鉱物決定に大 き

な役割を果 している 1) 2) 3).天 然産無定 形ケイ酸 も極 め

て微細な鉱物の集合で あるが,こ のような ものの電子

顕微鏡によ る研究 は極めて少ない現状で ある.火 山作

用と関係あ る無定形 ケイ酸は成 因上,(1)温 泉沈 澱物

と して岩石の空隙や湖底に鉱床 をな して堆積 したケイ

華,(2)火 山岩質岩石が主 と して温泉作用 により変質

して生成 した もの,(3)火 山岩質岩石が主 と して硫気

作用 によ り変質 して生成 した もの の3つ に大別 でき
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る.(2)と(3)の 画然 とした区別は困難であるが,

前者は主 として温泉地帯に産 出す る土壌 状の もので あ

り,後 者は主 と して イオ ウ鉱 山にともなつて産出す る

ケイ酸質岩石 である.著 者 は前報 までに述べた各試料

の電子顕微鏡写真 を作成 し,形 態 による天然産無定形

ケイ酸の相違 について検討 した.

実 験 お よ び 考 察

日木電子光学社製JEM5L型 の電子顕微鏡 を使用

し,加 速電圧約80,000ボ ル ト,60μAの 条件で,

seet mesh(25mesh/in^2)上 の コロヂ オン膜 に天然産

無定形 ケイ酸の微粉末試料をのせて撮影を行つた.そ

の結果は第1図 ～第10図 に示す とおりである.

1,温 泉沈澱物 と して生成 したもの

1)牧 園産ケイ華4)

牧園産ケイ華原石 の電子顕微鏡写真は第1図 に示す

ように,電 子 顕微鏡下で球状であるシ リカゲ ル 5)と は

異 な り,結 品の縁 を有 している.牧 園産ケイ華 にはケ

イ酸鉱物 として α ク リス トバ ライ トおよび微量の α

トリジマイ トを含むが 6),こ の結晶の縁 が α ク リス ト



90 鹿 児 島 大 学 工 学 部 研 究 報 告　 第1号

第1図　 牧 園産 ケ イ草 原 石(×6300) 第8図　 別 府 白 土原 石(×6000)

第2図　 牧園 産 ケ イ 草1000℃ 加熱 物(×12000) 第5図　 鬼 首白土原石(×4000)

第3図　 秋 ノ宮 ケ イ産 原 石(×6200) 第6図　 湯 沢 白土 原石(×8000)
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第7図　 松 尾 産 ケ イ石 原石(×2800） 第9図　 蔵王 産 ケ イ石 原 石（×13000)

第8図　 九重 産 ケ イ石 原 石(×2800) 第1 0図　 草津 産ケ イ石 原 石(×2800)

バ ライ トであ るとは断定はで きないが,浦 島 7)に よる

と北 海 道 虻 田鉱山 のク リス トバ ライ ト石の電子顕微

鏡写真は六角板状で あるとい う.さ らに,こ の牧園産

ケイ華を1000℃ に加熱 した粉末試料 の電子顕微鏡 写

真が第2図 であつて,蛆 虫状の結 晶が団子状 につ らな

つてい る.詳 細 に観察す ると,こ の蛆虫状結晶の一 部

か ら新 しい蛆虫状 の結 晶の芽が認め られる.こ れは加

熱処理 により,結 晶が成長 したためであろう.牧 園産

ケイ華の原石には,し ば しばX線 的に欠陥格子を もつ

α ク リス トバ ライ トを認めるが6),木 来六角板状であ

るべ き結晶が欠陥格子 があるため蛆虫状結晶 になつた

ものか,あ るいは α ク リス トバ ライ トは蛆虫状結 晶

と して産出す るものかは断定で きない.

2)秋 ノ宮産 ケイ華

秋 ノ宮産 ケイ華は前報　B)で 報告 したとお りX線 回析

では α 石英の結晶を明瞭に含む ものであるが,電 子

顕微鏡 下において も第3図 に示す ように明瞭な結晶の

縁 を有 してい る.

2.火 山岩質岩石が主 と して温泉作 用により変

質 して生成 したもの

1)別 府 白 土

別府 白土は前報 9)10)で報告 したとおり,無 定形 ケイ

酸を主成分 と し,α ク リス トバ ライ トを ともなうもの

でがるが,電 子顕微鏡下 においては第4図 に示すよう

に,無 定 形あ るいは球状の粒子 か ら構成 されている.
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2)鬼 首 白 土

鬼首 白土は前報　11)で報告 したよ うに,無 定形ケイ酸

か らなるもので,α 石英の微粒を ともなうものである

が,電 子顕微鏡下 においては第5図 に示すよ うに別府

白土 と同様に無定 形あるいは球 状の粒子の集合か らな

つている.

3)湯 沢 白 土

湯沢 白土は前報 11)で報告 した とお り,無 定形ケイ酸

を主要成分 とし,α 石英の微粒を少量 ともなつてい る

が,そ の電子顕微鏡写真は第6図 に示す ように別府,

鬼首 白土 と同様,無 定形 あるいは球状粒子の集合 した

ものであ る.

3.火 山岩質岩石が主 と して硫気作 用によ り変

質 して生成 した もの

1)松 尾 産 ケ イ 石

松尾産 ケイ石 は前報 12)で報告 したとおり,無 定 形ケ

イ酸,玉 髄質石英 および αク リス トバ ライ トか らなる

ものであ るが,そ の電子顕微鏡下 においては第7図 に

示す ように,α ク リス トバ ライ トと思 われ る六角板状

の結晶 とともに無定形 あるいは球状の微粒か らなつて

いる.

2)蔵 王 産 ケ イ 石

蔵王産ケイ石 は前報 12)で述べたように,玉 髄質石英

を主要鉱物 として多少の無定 形ケイ酸を ともな うもの

であるが,そ の電子 顕 微鏡 写 真 は第9図 に示す よ う

に,玉 髄質石英 と思われ る結晶か らなつてい る.

3)九重 産 ケ イ 石

九重産 ケイ石 も無定形ケイ酸 を主成分 と し,多 少の

α ク リス トバ ライ トを ともな うものであるが 13),そ の

電子顕微鏡写真は第8図 に示す ように,牧 園産ケイ華

に認め られたような蛆虫状結晶と無定形 コロイ ド状物

質か らなつてい る.お そ らく,こ の蛆虫状結晶は αク

リス トバ ライ トと思 われる.

4)草 津 産 ケ イ石

草津産ケイ石は前報 14)で述べたよ うに,無 定形 ケイ

酸 α ク リス トバ ライ ト,α トリジマイ ト,ミ ョウバ

ン石および硫化鉄を含む もので ある.そ の電子顕微鏡

下の観察では第10図 に示す ように極 めて 明瞭な六角

板状の結晶を認める.こ の六角板状結品は ミョウバ ン

石 も六角板状の結品であるので,α ク リス トバ ライ ト

であるか,ミ ョウバ ン石 であるかは断定できない.

結 論

火 山作用 と関係ある天然産無定形ケイ酸 を主要成分

とす るケイ酸質岩石の粉末試料の電子顕微鏡写真を撮

り,形 態的観察 によ る構成鉱物の判定を試 みた.温 泉

沈澱物で ある牧園産ケイ華 は蛆虫状の結晶か らな るも

ので,お そ ら くαク リス トバ ライ トと思 われる.火 山

岩質岩石 が温泉作用によ り変質 して生成 したケイ酸質

岩石 は電子顕微鏡 下では,別 府,湯 沢および鬼首自土

のいずれ も類似 してお り,無 定形あ るいは球状の コロ

イダルシ リカか らな るものであることがわかつた.火

山岩質岩石が硫気作用によ り変質 して生成 したケイ酸

質 岩石は構成鉱物 も複雑 であつて,電 子顕微鏡 によ る

鉱物 の判定は極めて困難で ある.

木研究に際 し,電 子顕微鏡写真撮影 に際 し,御 指導

戴 いた本学医学部佐藤堅教授および川原妓師 に深謝の

意を表 します.
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